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女性
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広報ながしま  202４年９月号  ｜  ２

令和6年（2024年） No.222

９
～町内に初の漂着～巨大なマッコウクジラを埋設／特別警報
で自衛隊が派遣
受け継がれる伝統
大海原をみんなで越えよう～第39回カヌー長島海峡横断大会～
手にした大物に大満足～ブリのつかみ取り大会
新たな乗合バスの運行を開始します
今からできるサツマイモ基腐病対策／農産物品評会に出品
しませんか
認知症について考えよう～地域包括支援センターだより～
／若年性認知症がテーマの映画を上映
児童手当制度が変わります／コミュニティ活動を活性化
初の夜市でパブリックビューイング～第13回ふれあい・なが
しま軽トラ市／町長動静
地域おこし協力隊通信
知っ得ボックス
まちの話題
長島文芸／町立図書館のおすすめ
ハッピースマイル～１歳おめでとう～／うぶ声・お悔やみ・お
礼／編集後記

［裏表紙］　第19回長島町トライジョギング大会

 ８月10日 （土） 12時00分

令和６年８月31日現在 ※（ ）は前月比

4,350 （-６）

（-８）

（-12）

（-20）

4,838
4,593
9,431

　８月 10 日、第 39 回
カヌー長島海峡横断大
会があり、選手らは海峡
の急流を乗り越え無事ゴ
ールしました。

（関連記事＝ P6 ）
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３ ｜  広報ながしま  2024年９月号

～
町
内
に
初
の
漂
着
～

～
町
内
に
初
の
漂
着
～

巨
大
な
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
を
埋
設

巨
大
な
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
を
埋
設

感謝状を受け取る上窪館長（写真右）と感謝状を受け取る上窪館長（写真右）と
長嵜直寿代表取締役（同左）長嵜直寿代表取締役（同左）

埋設が行われた用地埋設が行われた用地

　
７
月

　
７
月
2626
日
、
道
の
駅
「
黒
之
瀬

日
、
道
の
駅
「
黒
之
瀬

戸
だ
ん
だ
ん
市
場
」
下
の
海
岸
に

戸
だ
ん
だ
ん
市
場
」
下
の
海
岸
に

体
長
体
長
1414
・
５
㍍
、
体
重
約

・
５
㍍
、
体
重
約
3030
㌧
の
㌧
の

マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
１
頭
が
漂
着
し

マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
１
頭
が
漂
着
し

ま
し
た
。
漂
着
は
、
引
き
潮
の
影

ま
し
た
。
漂
着
は
、
引
き
潮
の
影

響
で
浅
瀬
に
取
り
残
さ
れ
た
こ
と

響
で
浅
瀬
に
取
り
残
さ
れ
た
こ
と

が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
町
で
は
、
翌
日
か
ら
沖
へ
の
流

　
町
で
は
、
翌
日
か
ら
沖
へ
の
流

出
を
防
ぐ
た
め
、
ク
ジ
ラ
を
ロ
ー

出
を
防
ぐ
た
め
、
ク
ジ
ラ
を
ロ
ー

プ
で
固
定
し
、
処
分
の
方
法
な
ど

プ
で
固
定
し
、
処
分
の
方
法
な
ど

を
県
と
協
議
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

を
県
と
協
議
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

公
民
館
や
港
湾
業
者
と
の
調
整
を

公
民
館
や
港
湾
業
者
と
の
調
整
を

進
め
、

進
め
、
3030
日
に
埋
設
地
へ
ク
ジ
ラ

日
に
埋
設
地
へ
ク
ジ
ラ

を
移
動
し
、

を
移
動
し
、
3131
日
に
埋
設
を
完
了

日
に
埋
設
を
完
了

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

　
埋
設
に
協
力
し
た
田
尻
自
治
公

　
埋
設
に
協
力
し
た
田
尻
自
治
公

民
館
の
上
窪
正
志
館
長
は
「
事
業

民
館
の
上
窪
正
志
館
長
は
「
事
業

者
や
行
政
、
地
域
が
連
携
し
て
迅

者
や
行
政
、
地
域
が
連
携
し
て
迅

速
な
対
応
が
で
き
、
腐
敗
に
よ
る

速
な
対
応
が
で
き
、
腐
敗
に
よ
る

の
悪
臭
や
漁
業
被
害
が
で
な
く
て

の
悪
臭
や
漁
業
被
害
が
で
な
く
て

良
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

良
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
な
お
協
力
し
た
田
尻
自
治
公
民

　
な
お
協
力
し
た
田
尻
自
治
公
民

館
と
迅
速
に
作
業
に
従
事
し
た
株

館
と
迅
速
に
作
業
に
従
事
し
た
株

式
会
社
長
崎
組
に
は
、
８
月

式
会
社
長
崎
組
に
は
、
８
月
2828
日日

に
役
場
で
川
添
健
町
長
か
ら
感
謝

に
役
場
で
川
添
健
町
長
か
ら
感
謝

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
日
、

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
日
、

台
風
対
策
の
た
め
欠
席
し
た
東
町

台
風
対
策
の
た
め
欠
席
し
た
東
町

漁
協
田
尻
地
区
運
営
員
に
は
後

漁
協
田
尻
地
区
運
営
員
に
は
後

日
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

日
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

特
別
警
報
で
自
衛
隊
が
派
遣

特
別
警
報
で
自
衛
隊
が
派
遣

　
８
月
28
日
か
ら
接
近
・
上
陸
し
た

台
風
10
号
に
伴
い
、
特
別
警
報
が
発

令
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
災
害
発
生
に
備
え

町
で
は
、
陸
上
自
衛
隊
員
２
人
が
28

日
か
ら
役
場
で
情
報
収
集
を
行
い
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
自
衛
隊
と
町
と
の
連
携

強
化
や
情
報
連
絡
体
制
が
主
な
目
的

で
、
被
害
が
大
き
く
な
っ
た
場
合
に

迅
速
な
災
害
対
応
を
可
能
に
す
る
た

め
の
体
制
に
な
り
ま
す
。
今
回
の
台

風
の
勢
力
が
非
常
に
大
き
い
見
通
し

で
あ
っ
た
た
め
、
陸
上
自
衛
隊
国
分

駐
屯
地
（
霧
島
市
）
か
ら
の
打
診
が

あ
り
ま
し
た
。

　
川
添
町
長
は
「
自
衛
隊
や
警
察
な

ど
が
連
携
し
て
災
害
に
備
え
て
く
れ

る
こ
と
で
と
て
も
心
強
い
。
感
謝
し

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
隊
員
は
町
の
安
全
の
た
め
、
28
日

か
ら
30
日
ま
で
の
間
、
役
場
に
待
機

し
ま
し
た
。



広報ながしま  2024年９月号  ｜ ４５ ｜  広報ながしま  2024年９月号しま  2023年２月号

～
御
八
日
踊
り
の
由
来
～

～
御
八
日
踊
り
の
由
来
～

　

１
５
６
５
年
３
月

　

１
５
６
５
年
３
月
2424

日
、
野
田
領
主
の
島
津

日
、
野
田
領
主
の
島
津

忠忠た
だ
か
ね

た
だ
か
ね謙謙
が
城
川
内
の
堂
崎
城

が
城
川
内
の
堂
崎
城

主
で
あ
る
天
草

主
で
あ
る
天
草
越越え
ち
ぜ
ん
の
か
み

え
ち
ぜ
ん
の
か
み

前
正
前
正

を
攻
め
滅
ぼ
し
、
島
津
領

を
攻
め
滅
ぼ
し
、
島
津
領

と
し
ま
し
た
が
、
３
カ
月

と
し
ま
し
た
が
、
３
カ
月

後
の
同
年
７
月
８
日
忠
兼

後
の
同
年
７
月
８
日
忠
兼

は
、
甥
で
あ
る
出
水
領
主

は
、
甥
で
あ
る
出
水
領
主

島
津
島
津
義義よ
し
と
ら

よ
し
と
ら虎虎
に
よ
っ
て
出
水

に
よ
っ
て
出
水

城
で
謀
殺
さ
れ
ま
し
た
。

城
で
謀
殺
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
翌
年
、
長
島
全
土

　
そ
の
翌
年
、
長
島
全
土

に
悪
疫
が
流
行
し
た
の

に
悪
疫
が
流
行
し
た
の

で
、
島
民
は
忠
謙
の
た
た

で
、
島
民
は
忠
謙
の
た
た

り
と
し
て
、
そ
の
霊
魂
を

り
と
し
て
、
そ
の
霊
魂
を

鎮鎮し
ず
め

し
ず
めめ
る
た
め
に
、
城
川
内

め
る
た
め
に
、
城
川
内

集
落
に
あ
る
若
宮
神
社
に

集
落
に
あ
る
若
宮
神
社
に

忠
謙
の
御
霊
を
祀
り
、
毎

忠
謙
の
御
霊
を
祀
り
、
毎

年
命
日
で
あ
る
７
月
８
日

年
命
日
で
あ
る
７
月
８
日

に
踊
り
を
奉
納
す
る
よ
う

に
踊
り
を
奉
納
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

に
な
り
ま
し
た
。

　
今
日
で
は
、
新
暦
の
８

　
今
日
で
は
、
新
暦
の
８

月
８
日
に
、
長
島
最
大
の

月
８
日
に
、
長
島
最
大
の

伝
統
行
事
と
し
て
受
け
継

伝
統
行
事
と
し
て
受
け
継

が
れ
て
い
ま
す
。

が
れ
て
い
ま
す
。

受
け
継
が
れ
る
伝
統

受
け
継
が
れ
る
伝
統

　
８
月
８
日
、
本
町
の
伝
統
行
事
で

あ
る
御
八
日
踊
り
が
町
内
の
神
社
や

各
集
落
で
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
13
地
区
15
団
体
が
参
加

し
、
強
い
日
差
し
の
下
、
色
と
り
ど

り
の
衣
装
や
飾
り
を
身
に
つ
け
た
踊

り
手
た
ち
が
、
鉦か
ね
や
太
鼓
を
力
強
く

打
ち
鳴
ら
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
に

伝
わ
る
手
踊
り
や
舞
を
披
露
。
訪
れ

た
観
客
か
ら
は
、
盛
大
な
拍
手
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

【鷹巣】　種子島踊り保存会【鷹巣】　種子島踊り保存会

【蔵之元】　鐘踊り保存会【蔵之元】　鐘踊り保存会

【唐隈】　郷土芸能保存会【唐隈】　郷土芸能保存会【伊唐】　島おこしクラブ【伊唐】　島おこしクラブ

【川床四公連】　川床婦人会【川床四公連】　川床婦人会 【指江】　育成会【指江】　育成会

【浦底】　鐘踊り保存会【浦底】　鐘踊り保存会 【城川内】　郷土芸能保存会【城川内】　郷土芸能保存会

【山門野】　長島ひょっとこ会【山門野】　長島ひょっとこ会【小浜】　育成会【小浜】　育成会

【平尾】　種子島保存会【平尾】　種子島保存会



広報ながしま  2024年９月号  ｜  ６ 

大海原をみんなで越えよう大海原をみんなで越えよう
～第39回カヌー長島海峡横断大会～～第39回カヌー長島海峡横断大会～

　
島
原
・
天
草
・
長
島
の
三
県
架
橋

構
想
の
機
運
を
高
め
る
こ
と
が
目
的

の
第
39
回
カ
ヌ
ー
長
島
海
峡
横
断
大

会
が
８
月
10
日
に
あ
り
、
本
町
の
ほ

か
、
天
城
町
、
与
論
町
、
長
崎
県
南

島
原
市
の
児
童
生
徒
合
計
55
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

牛
深
港
で
行
わ
れ
た
開
会
式
で

は
、
川
添
町
長
ら
が
激
励
の
言
葉
を

述
べ
た
後
、
脇
田
新あ
ら
た大
君
（
蔵
之
元

小
６
年
）
が
「
練
習
の
成
果
を
十
分

に
発
揮
し
、
気
持
ち
を
ひ
と
つ
に
全

員
で
最
後
ま
で
漕
ぎ
切
る
」
と
元
気

よ
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

　
午
前
11
時
40
分
、
ス
タ
ー
ト
の
号

砲
と
同
時
に
選
手
た
ち
は
牛
深
港
を

元
気
よ
く
出
発
し
ま
し
た
。

　
中
盤
の
戸
島
付
近
で
は
、
進
行
方

向
に
対
し
て
、
横
か
ら
の
急
速
な
潮

流
で
選
手
た
ち
は
体
力
を
消
耗
。
流

れ
に
逆
ら
い
、
懸
命
に
パ
ド
ル
を
漕

ぐ
選
手
た
ち
は
、
互
い
に
声
を
掛
け

合
い
な
が
ら
、
果か

か
ん敢
に
こ
の
難
所
を

通
過
し
、
約
３
時
間
か
け
て
全
員
が

ゴ
ー
ル
の
蔵
之
元
艇
庫
に
到
着
し
、

海
峡
横
断
の
成
功
を
収
め
ま
し
た
。

　
瀬
ノ
口
琉り
ゅ
う
せ
い聖
君
（
城
川
内
小
５

年
）
は
「
２
回
目
の
参
加
で
、
潮
の

流
れ
が
早
く
お
ど
ろ
い
た
が
、
ギ
リ

ギ
リ
耐
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
て

も
楽
し
か
っ
た
」
と
達
成
し
た
よ
ろ

こ
び
を
話
し
ま
し
た
。

急流に逆らいパドルを漕ぐ選手ら急流に逆らいパドルを漕ぐ選手ら

互いに励まし合い海峡を越えて行く互いに励まし合い海峡を越えて行く元気よく宣誓する脇田さん元気よく宣誓する脇田さん



７ ｜  広報ながしま  2024年９月号しま  2023年２月号

手
に
し
た
大
物
に
大
満
足

手
に
し
た
大
物
に
大
満
足

　
　
　
～
ブ
リ
の
つ
か
み
取
り
大
会
～

　
　
　
～
ブ
リ
の
つ
か
み
取
り
大
会
～

　
８
月
25
日
、
あ
づ
ま
海
水
浴
場
で

５
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
、
ブ
リ
の

つ
か
み
取
り
大
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　
県
内
外
か
ら
約
１
８
０
人
が
参
加

し
、子
ど
も
と
大
人
の
部
に
別
れ
て
、

賑
わ
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
夏
の
と
び
っ
き

り
の
一
日
に
し
よ
う
と
ス
タ
ー
ト
の

合
図
と
同
時
に
元
気
よ
く
海
に
飛
び

込
み
ま
し
た
が
、
目
の
前
を
素
早
く

泳
ぐ
ブ
リ
に
悪
戦
苦
闘
し
、
想
像
よ

り
も
大
き
な
ブ
リ
に
驚
い
て
ま
し

た
。や
っ
と
の
思
い
で
捕
ま
え
る
と
、

最
高
の
笑
顔
で
ブ
リ
を
胸
に
抱
え
込

み
、
参
加
者
か
ら
は
笑
み
が
こ
ぼ
れ

ま
し
た
。

　
参
加
し
た
樫
谷
凌り

く

と
久
斗
君
（
川
床

小
４
年
）
は
「
楽
し
か
っ
た
。
思
っ

た
よ
り
も
簡
単
に
捕
ま
え
る
こ
と
が

で
き
た
が
、
力
強
い
ブ
リ
に
び
っ
く

り
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

狙いを定める子どもたち狙いを定める子どもたち勢いよくつかみ取りスタート勢いよくつかみ取りスタート

誇らしげにブリを抱える誇らしげにブリを抱える やっとの思いでブリをゲットやっとの思いでブリをゲット



広報ながしま  2024年９月号  ｜ ８ 

　
南
国
交
通
株
式
会
社
が
、
運
行
を

行
っ
て
き
た
町
内
区
間
の
路
線
バ
ス

が
９
月
30
日
を
も
っ
て
廃
止
す
る
こ

と
に
伴
い
、
10
月
１
日
か
ら
新
た
な

路
線
代
替
バ
ス
と
し
て
乗
合
バ
ス
が

運
行
し
ま
す
。

　
運
行
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
が
し
ま
地

域
活
性
化
推
進
機
構
（
浦
底
）
に
委

託
し
、
こ
れ
ま
で
の
運
行
し
て
い
た

路
線
バ
ス
の
ル
ー
ト
を
維
持
し
な
が

ら
、
平
尾
車
庫
前
か
ら
だ
ん
だ
ん
市

場
前
ま
で
の
コ
ー
ス
を
１
日
４
往
復

（
土
曜
日
は
３
往
復
）
運
行
し
ま
す
。

　

だ
ん
だ
ん
市
場
か
ら
先
の
阿
久

根
・
出
水
市
方
面
へ
は
、
現
行
同
社

の
路
線
バ
ス
へ
乗
り
継
ぎ
と
な
り
ま

す
。

【
運
行
日
】

　
月
曜
日
～
土
曜
日

　
（
日
曜・祝
日・年
末
年
始
は
運
休
）

【
利
用
運
賃
】

　
無
料

　
（
今
後
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。）

【
運
行
路
線
お
よ
び
主
な
バ
ス
停
】

・
東
回
り
路
線
（
鷹
巣
経
由
）

　
平
尾
車
庫
前
～
浦
底
～
長
島
町
役

場
前
～
川
床
～
山
門
野
～
だ
ん
だ
ん

市
場
前

・
西
回
り
路
線
（
指
江
経
由
）

　
平
尾
車
庫
前
～
小
浜
～
蔵
之
元
～

指
江
支
所
前
～
城
川
内
～
汐
見
～
田

尻
～
だ
ん
だ
ん
市
場
前

※
主
な
バ
ス
停
に
つ
い
て
は
、
バ
ス

が
運
行
す
る
コ
ー
ス
で
あ
り
、
他
の

バ
ス
停
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
利
用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

　
☎（
86
）１
１
３
４［
直
通
］

新
た
な
乗
合
バ
ス
の
運
行
を
開
始
し
ま
す

　 ≪平日≫
東回り（鷹巣経由）

平尾車庫前 6:32 12:27 17:15 19:10
↓ ↓ ↓ ↓

だんだん市場前 7:10 13:05 17:53 19:48

だんだん市場前 7:15 13:58 17:58 19:53
↓ ↓ ↓ ↓

平尾車庫前 7:50 14:33 18:33 20:28

西回り（指江経由）
平尾車庫前 6:25 12:20 17:08 19:03

↓ ↓ ↓ ↓
だんだん市場前 7:10 13:05 17:53 19:48

だんだん市場前 7:15 13:58 17:58 19:53
↓ ↓ ↓ ↓

平尾車庫前 7:57 14:40 18:40 20:35

≪土曜日≫
東回り（鷹巣経由）

平尾車庫前 6:32 10:37 17:15
↓ ↓ ↓

だんだん市場前 7:10 11:15 17:53

だんだん市場前 8:52 13:58 18:03
↓ ↓ ↓

平尾車庫前 9:27 14:33 18:38

西回り（指江経由）
平尾車庫前 6:25 10:30 17:08

↓ ↓ ↓
だんだん市場前 7:10 11:15 17:53

だんだん市場前 8:52 13:58 18:03
↓ ↓ ↓

平尾車庫前 9:34 14:40 18:45
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問
い
合
わ
せ
先

　
長
島
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

　
（
役
場
農
政
課
内
）

　
☎（
86
）１
１
３
６［
直
通
］

農
産
物
品
評
会
に
出
品
し
ま
せ
ん
か

　
町
で
は
、12
月
初
旬
に「
長
島
フ
ェ

ス
タ
」
を
予
定
し
て
お
り
、
そ
の
前

日
に
は
例
年
、
農
産
物
品
評
会
を
開

催
し
ま
す
。
出
品
は
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ま

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
出
品
で
き
る
作
物
に
は
数
量
や
サ

イ
ズ
な
ど
の
規
格
が
あ
り
ま
す
。

　
出
品
を
希
望
す
る
か
た
は
早
め
に

野
菜
作
り
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ

い
。

作物名 数量など 作物名 数量など 作物名 数量など

青果用甘しょ ５㎏ バレイショ（Ｌ） 12 個 ハクサイ ２個

カブ ３個 深ネギ ５本 ダイコン ２本

カボチャ ２個 キャベツ ２個 ショウガ ２株

ニンジン ５本 サトイモ 10 個 タケノコ ３本

生しいたけ 500g ヤマイモ ２株 ホウレン草 10 本

ブロッコリー ３個 レタス ２個 小ネギ（センモト） 20 本

インゲン（Ｍ） 200g キヌサヤ（Ｌ） 200g 実エンドウ・スナップエンドウ 300g

切り花 ５本 デコポン（３Ｌ） ４個 温州みかん（Ｌ） 12 個

ポンカン（２Ｌ） 12 個 レモン 12 個 紅甘夏（２Ｌ） ６個

スイートスプリング ６個 キンカン １㎏ 柿 ６個

カリフラワー ２個 ハッサク ６個 島みかん 12 個

ボンタン ２個 サワーポメロ ４個 工芸品 自由

今
か
ら
で
き
る
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
対
策

　
９
月
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
収
穫
の
最

盛
期
を
迎
え
ま
す
。
サ
ツ
マ
イ
モ
基

腐
病
対
策
の
基
本
は「
増
や
さ
な
い
」

「
残
さ
な
い
」「
持
ち
込
ま
な
い
」
の

３
つ
で
す
。

　
今
か
ら
で
き
る
基
腐
病
対
策
を
次

の
と
お
り
紹
介
し
ま
す
。

〇
増
や
さ
な
い

　
基
腐
病
発
症
後
、
早
期
収
穫
す
る

こ
と
で
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
ま

し
ょ
う
。

〇
残
さ
な
い（
発
病
し
た
イ
モ
の
処
理
）

　
発
病
し
た
イ
モ
は
次
作
で
発
生
源

と
な
ら
な
い
よ
う
、
ほ
場
外
で
処
分

し
ま
し
ょ
う
。

　
持
ち
出
さ
な
い
場
合
は
、
ロ
ー
タ

リ
で
漉
き
込
み
、
分
解
を
促
し
ま

し
ょ
う
。

※
地
温
が
高
い
と
分
解
が
促
さ
れ
る

た
め
、
収
穫
後
速
や
か
に
行
い
ま

し
ょ
う
。

〇
持
ち
込
ま
な
い

　
収
穫
時
に
健
全
に
見
え
て
も
、
貯

蔵
中
や
伏
せ
込
み
後
に
発
病
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
未
発
生
ほ

場
の
種
イ
モ
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

〇
貯
蔵
中
の
リ
ス
ク
軽
減
方
法

①
水
洗
い
、
イ
モ
の
表
皮
の
変
色
や

異
常
を
確
認
し
、
選
別
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

②
病
害
が
発
生
し
や
す
い
イ
モ
の
両

端
（
な
り
首
と
尾
部
）
を
切
除
し
ま

し
ょ
う
。

③
ト
ッ
プ
ジ
ン
Ｍ
水
和
剤
を
２
０
０

倍
に
希
釈
し
た
液
に
30
分
浸
漬
し
た

後
、
十
分
に
乾
燥
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

※
農
薬
を
使
用
す
る
際
は
、
必
ず
ラ

ベ
ル
に
あ
る
注
意
事
項
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
農
政
課
農
政
係

　
☎（
86
）１
１
３
６［
直
通
］
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認
知
症
に
つ
い
て
考
え
よ
う

 
～
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
～

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
介
護
環
境
課
地
域
包
括
係

　
☎（
86
）１
１
５
３［
直
通
］

　
認
知
症
は
、
誰
も
が
な
る
可
能
性

の
あ
る
身
近
な
病
気
で
す
。「
認
知

症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で

暮
ら
し
た
い
」
そ
ん
な
想
い
を
実
現

す
る
た
め
に
、
理
解
の
輪
を
広
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

【
認
知
症
月
間
】

　
町
で
は
、
９
月
の
認
知
症
月
間
を

中
心
に
、
認
知
症
に
関
す
る
普
及
啓

発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
１
月
に
認
知
症
基
本
法

「
共
生
社
会
の
実
現
を
推
進
す
る
た

め
の
認
知
症
基
本
法
」
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
認
知
症
の
人
を

含
め
た
国
民
一
人
一
人
が
支
え
合
い

な
が
ら
共
生
す
る
活
力
あ
る
社
会
の

実
現
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
誰
も
が
広
く
認
知
症
に
つ
い
て
の

関
心
と
理
解
を
深
め
る
た
め
、
毎
年

９
月
を
「
認
知
症
月
間
」、
９
月
21

日
を
「
認
知
症
の
日
」
と
し
て
い
ま

す
。

〇
日
時

　
９
月
20
日（
金
）

　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

〇
場
所

　
町
文
化
ホ
ー
ル

～
介
護
の
悩
み
を
分
ち
あ
お
う
～

　
介
護
の
知
識
の
取
得
や
仲
間
作

り
を
通
し
て
、
介
護
負
担
を
軽
減
す

る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、
認
知
症
の

人
を
介
護
し
て
い
る
家
族
の
皆
さ

ん
を
支
援
し
ま
す
。
家
族
の
交
流
会

や
講
座
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

【
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

し
、
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
を

温
か
く
見
守
り
、支
援
す
る
サ
ポ
ー

タ
ー
を
養
成
す
る
講
座
で
す
。

　
受
講
者
に
は
サ
ポ
ー
タ
ー
の
証

と
し
て
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
が
配
ら

れ
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
主
に
小
・
中
学
校

を
対
象
に
開
催
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
　２つの単語が完成するように中央の□にひら

がなを入れてください。
て

の ん
び

① み
な と

く

③

な
す れ

だ

② ま
く り

く

④

支
え
合
い
や
つ
な
が
り
で
、誰
も
が
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
て
い
け
る

「
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

若
年
性
認
知
症
が
テ
ー
マ
の
映
画
を
上
映

　
町
で
は
、例
年
町
文
化
ホ
ー
ル
で
、

上
映
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、「
オ
レ
ン
ジ・ラ
ン
プ
」

を
上
映
し
ま
す
。

〇
ス
ト
ー
リ
ー

　
39
歳
で
若
年
性
認
知
症
と
診
断
さ

れ
た
男
性
が
、
戸
惑
い
や
不
安
に
押

し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
る
中
、
あ
る

出
会
い
を
き
っ
か
け
に
光
を
見
出
し
、

家
族
と
と
も
に
前
向
き
に
生
き
て
い

く
、
実
話
を
元
に
し
た
物
語
で
す
。

〇
日
時

・
１
回
目

　
10
月
18
日
（
金
）　

　
午
後
６
時
30
分
（
開
場
）　

　
午
後
７
時
（
上
映
開
始
）

・
２
回
目

　
10
月
19
日
（
土
）

　
午
前
９
時
30
分
（
開
場
）　　

　
午
前
10
時
（
上
映
開
始
）

〇
場
所　
　
　
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル

〇
入
場　
　
　
無
料

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。　

　
（
申
込
期
限
10
月
11
日
（
金
））

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
介
護
環
境
課
地
域
包
括
係

　
☎（
86
）１
１
５
３［
直
通
］

答え①れ　②み　③る　④す

ほっとひと息　語り場カフェ
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問い合わせ先 
役場福祉事務所子育て支援係

☎（86）1146

児
童
手
当
制
度
が
変
わ
り
ま
す

　
児
童
手
当
制
度
が
令
和
６
年
10 
月

分
（
12
月
支
給
分
）
か
ら
変
わ
り
ま

す
。
改
正
内
容
は
下
の
表
の
と
お
り

で
す
。

　

次
の
か
た
は
手
続
き
が
必
要
で

す
。
必
要
書
類
を
送
付
し
て
い
ま
す

の
で
、
期
限
ま
で
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
子
ど
も
の
住
所
が
長
島
町
に
な
い

場
合
な
ど
、
必
要
書
類
の
送
付
が
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

改正前（令和 6 年 9 月分まで） 改正後（令和 6 年 10 月分から）

支給対象 中学校終了までの国内に住所を有する児童
（15 歳到達後の最初の年度末まで）

高校生年代までの国内に住所を有する児童
（18 歳到達後の最初の年度末まで）

手当
月額

3 歳未満 15,000 円　　　 15,000 円

第 3 子以降
30,000 円

3 歳から
小学校修了まで 　 10,000 円 第 3 子以降

15,000 円 10,000 円

中学生 10,000 円 10,000 円
高校生年代 なし 10,000 円

所得制限 　　　所得制限あり 　　　所得制限なし

支給期月 年 3 回（2 月、6 月、10 月） 年 6 回
（2 月、4 月、6 月、8 月、10 月、12 月）

多子加算のカウント 親などの経済的負担がある
18 歳年度末までの子

親などの経済的負担がある
22 歳年度末までの子

①
中
学
生
以
下
の
児
童
を
養
育
し
て
お
ら
ず
、
高
校
生
年

代
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
か
た

②
所
得
上
限
限
度
額
超
過
で
児
童
手
当
（
特
例
給
付
）
の

支
給
対
象
外
で
あ
る
か
た

③
新
た
に
多
子
加
算
の
対
象
と
な
る
18
歳
年
度
末
以
降
22

歳
年
度
末
ま
で
の
子
ど
も
と
高
校
生
年
代
ま
で
の
児
童
の

合
計
人
数
が
３
人
以
上
の
か
た

【
公
務
員
】

　
子
ど
も
の
保
護
者
が
公
務
員
の
場
合
は
、
勤
務
先
（
所

属
庁
）
が
児
童
手
当
の
手
続
き
先
で
す
。
問
い
合
わ
せ
な

ど
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
勤
務
先（
所
属
庁
）へ
お
願
い
し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
活
性
化

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
で
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広

報
事
業
と
し
て
、
宝
く
じ
の
受
託
事

業
収
入
を
財
源
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
令
和
６
年
度
、
こ
の
助
成
金
を
受

け
て
、
城
川
内
自
治
公
民
館
で
は
鉦

踊
り
の
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
地
域
に
根
差
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係　
　

　
☎（
86
）１
１
３
４［
直
通
］

※備品には、シールを貼り付けています。※備品には、シールを貼り付けています。
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１
日（
木
）

２
日（
金
）

３
日（
土
）

５
日（
月
）

６
日（
火
）

７
日（
水
）

８
日（
木
）

９
日（
金
）

10
日（
土
）

18
日（
日
）

20
日（
月
）

21
日（
水
）

22
日（
木
）

23
日（
金
）

25
日（
日
） 市

町
村
政
研
修
会
（
鹿
児
島
市
）

離
島
行
政
懇
話
会
（
鹿
児
島
市
）

～
４
日
（
日
）

せ
た
が
や
ふ
る
さ
と
区
民
ま
つ
り
（
東
京
都
）

獅
子
島
期
成
会
総
会
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

家
族
経
営
協
定
調
印
式
（
役
場
）

三
県
架
橋
九
州
地
方
整
備
局
要
望
活
動
（
福
岡
県
）

９
月
補
正
予
算
町
長
査
定
（
役
場
）

鹿
児
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
議
会
（
鹿
児
島
市
）

鹿
児
島
県
離
島
振
興
協
議
会
監
査
（
鹿
児
島
市
）

長
島
大
陸
み
ら
い
創
生
研
究
所
設
立
報
道
発
表
（
鹿
児
島
市
）

町
長
相
談
（
役
場
）

カ
ヌ
ー
長
島
海
峡
横
断
大
会
（
牛
深
港
～
蔵
之
元
艇
庫
）

商
工
会
夏
ま
つ
り
チ
ビ
ッ
子
広
場
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

東
町
漁
協
女
性
部
通
常
総
会
（
漁
協
会
館
）

市
町
村
行
財
政
委
員
会
（
鹿
児
島
市
）

監
査
委
員
決
算
審
査
意
見
報
告
（
役
場
）

出
水
広
域
連
携・防
災「
道
の
駅
」整
備
推
進
協
議
会
総
会（
出
水
市
）

水
産
の
日
行
事
（
東
町
漁
協
市
場
）

臨
時
議
会
（
役
場
）

ぶ
り
の
つ
か
み
取
り
大
会
（
あ
づ
ま
海
水
浴
場
）

問
い
合
わ
せ
先

　
長
島
町
商
工
会　
　

　
☎
０
９
９
６（
86
）０
２
０
９

初
の
夜
市
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ

　
　
～
第
13
回
ふ
れ
あ
い
・
な
が
し
ま
軽
ト
ラ
市
～

　
町
商
工
会
が
開
催
し
て
い
る
、
軽

ト
ラ
市
で
初
め
て
の
夜
市
を
開
催

し
、
午
後
７
時
か
ら
は
、
鹿
児
島

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｆ
Ｃ
パ
ブ
リ
ッ
ク

ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
開
催
場
所

　
日
本
マ
ン
ダ
リ
ン
セ
ン
タ
ー

〇
開
催
日
時

　
９
月
22
日
（
日
）

　
午
後
４
時
～
９
時
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今
後
も
長
島
町
で
が
ん
ば
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
〜
長
谷
川
隊
員
卒
業
〜

　

７
月
31
日
を
も
っ
て
長
谷
川

一か
ず
さ総
さ
ん
（
市
来
崎
）
が
地
域
お

こ
し
協
力
隊
を
卒
業
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返

り
ま
す
。

〜
長
谷
川
隊
員
〜

　
町
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
応

援
し
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
皆

さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
期
間
を
挟
ん
で
の

４
年
間
の
活
動
と
な
り
ま
し
た

が
、
な
ん
と
か
無
事
や
り
終
え

た
こ
と
に
安あ
ん
ど堵
し
て
い
ま
す
。

私
は
鳥
獣
被
害
対
策
の
協
力
隊

と
し
て
着
任
し
て
か
ら
、
狩
猟

免
許
を
取
得
し
、
イ
ノ
シ
シ
を

始
め
と
し
た
、
有
害
鳥
獣
の
捕

獲
と
解
体
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
併
せ
て
、
個
人
事
業

の
立
ち
上
げ
や
皮ひ
か
く革
、
ペ
ッ
ト

フ
ー
ド
な
ど
、
食
肉
以
外
へ
の

イ
ノ
シ
シ
の
利
活
用
、
施
設
運

営
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
ど
の
方
面
に
お
い

て
も
未
熟
だ
と
痛
感
し
ま
す
が
、

引
き
続
き
長
島
町
で
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
長
島
町
の
有
害
鳥

獣
捕
獲
作
業
員
と
し
て
、
食
肉

処
理
施
設
の
開
設
を
目
標
に
が

ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。
今
後
と

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

こ
れ
ま
で
の

デ
ー
タ
解
析
し
て

捕
獲
デ
ー
タ
か
ら
、
長
島
町

の
イ
ノ
シ
シ
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
一
部
で
あ
る
令
和
５
年
度

の
デ
ー
タ
を
例
に
見
て
み
ま
す
。

今
回
、
解
析
に
用
い
た
デ
ー
タ

は
７
４
０
頭
分
で
す
。

　
図
１
は
捕
獲
さ
れ
た
イ
ノ
シ

シ
の
雌し
ゆ
う雄
の
年
度
内
推
移
で
す
。

こ
れ
を
見
る
と
、
一
年
間
に
捕

獲
さ
れ
た
イ
ノ
シ
シ
は
８
〜
10

月
に
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

一
年
を
通
し
て
雌
雄
の
割
合
は
、

ほ
ぼ
１
対
１
で
し
た
。

図
２
で
は
、
体
重
別
に
分
け

た
雌
雄
の
捕
獲
時
期
の
違
い
で

す
。
オ
ス
と
メ
ス
で
は
、
捕
獲

さ
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
少
し
ず

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

６
〜
７
月
は
、
体
重
10
㌔

未
満
の
雌
雄
（
図
中
の
青
線

と
青
点
線
）
が
最
も
多
く
捕

獲
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
6
月

は
、
オ
ス
が
多
く
、
7
月
に
な

る
と
、
メ
ス
が
多
く
捕
獲
さ
れ

て
い
ま
す
。
8
〜
10
月
に
か

け
て
も
同
様
に
オ
ス
先
行
形

と
な
り
ま
す
。
9
月
以
降
に

な
る
と
雌
雄
と
も
に
体
重
10

〜
20
㌔
の
個
体
（
図
中
の
赤

線
と
点
線
）
が
捕
獲
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は

6
〜
7
月
に
生
き
残
っ
た
個

体
が
成
長
し
、
増
え
た
た
め

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
図
1
の
と
お
り
年
間
を
通
し

て
雌
雄
の
捕
獲
量
は
、
ほ
ぼ
同

数
程
度
。
6
〜
7
月
に
か
け
て

の
オ
ス
先
行
形
の
理
由
が
特
に

難
解
で
す
が
、
次
の
３
つ
の
考

察
が
生
ま
れ
ま
す
。

①
出
生
時
点
で
性
別
に
よ
る
個

体
差
が
大
き
く
偏
っ
て
い
る
。

②
オ
ス
が
好
奇
心
旺
盛
で
あ
る
。

③
母
乳
獲
得
の
強
い
個
体
が
オ

ス
で
あ
り
、
成
長
と
テ
リ
ト

リ
ー
拡
大
が
早
期
で
あ
る
。

　
こ
の
考
察
を
裏
付
け
る
に
は

ま
だ
ま
だ
情
報
不
足
で
す
が
、

デ
ー
タ
を
眺
め
て
考
え
て
い
る

と
、
イ
ノ
シ
シ
は
身
近
な
動
物

に
も
関
わ
ら
ず
、
未
解
明
な
部

分
が
多
く
、
興
味
を
掻
き
立
て

ら
れ
ま
す
。

　
大
学
時
代
の
恩
師
い
わ
く

「
真
実
は
フ
ィ
ー
ル
ド
に
あ
り
」。

　
私
も
フ
ィ
ー
ル
ド
に
出
る
精

神
を
忘
れ
ず
、
イ
ノ
シ
シ
の
生

態
を
知
り
、
よ
り
効
果
的
な
防

除
法
や
、
共
存
の
道
の
模
索
が

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

図1

図２
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危
険
物
取
扱
者
試
験

　
令
和
６
年
度
第
２
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。
受
験
希
望

者
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

〇
受
験
申
請
期
間

・
書
面
申
請

　
９
月
20
日（
金
）か
ら
10
月
１
日（
火
）ま
で

・
電
子
申
請

　
９
月
20
日（
金
）午
前
９
時
か
ら

　
10
月
１
日（
火
）午
後
11
時
59
分
ま
で

〇
試
験
日　
11
月
９
日（
土
）

〇
試
験
手
数
料

・
甲
種
・・・
７
２
０
０
円　

・
乙
種
・・・
５
３
０
０
円

・
丙
種
・・・
４
２
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
阿
久
根
地
区
消
防
組
合

・
東
分
遣
所　
☎（
86
）０
１
１
９［
直
通
］

・
長
島
分
遣
所　
☎（
88
）５
３
３
３［
直
通
］

リ
ユ
ー
ス
の
日
開
催

　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
エ
コ
リ
ア
北
薩
で

は
、ご
み
を
資
源
に
す
る
た
め
の
取
り
組
み
と

し
て
、リ
ユ
ー
ス
品
の
無
料
回
収
を
行
い
ま
す
。

　
回
収
し
た
リ
ユ
ー
ス
品
は
リ
サ
イ
ク
ル
祭

り
で
の
還
元
や
、業
者
に
よ
り
国
内
外
で
販

売
し
ま
す
。

※
無
料
頒
布
な
ど
は
行
い
ま
せ
ん
。

〇
日
時

　
10
月
20
日（
日
）

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

〇
場
所

　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
エ
コ
リ
ア
北
薩

　
（
野
田
町
上
名
６
４
９
９
番
地
９
）

〇
対
象
者

　
長
島
町
、阿
久
根
市
、出
水
市
に
在
住
の
か
た

〇
持
ち
込
め
る
も
の

　
食
器・家
具・工
具・家
電・ゲ
ー
ム・雑
貨・

自
転
車
な
ど
の
リ
ユ
ー
ス
品
で
次
の
人
が
そ

の
ま
ま
使
用
で
き
、使
用
に
不
自
由
し
な
い

も
の
が
対
象

※
自
転
車
は
防
犯
登
録
を
抹
消
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
持
ち
込
め
な
い
も
の

　
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
・
洗
濯
機
・
エ
ア
コ
ン
・

テ
レ
ビ・パ
ソ
コ
ン
な
ど
は
持
ち
込
め
ま
せ
ん
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
エ
コ
リ
ア
北
薩

　
☎
０
９
９
６（
84
）４
１
１
１

行
政
書
士
無
料
相
談
会
開
催　
　

　
県
行
政
書
士
会
で
は
、次
の
と
お
り
無
料

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

〇
日
時

　
10
月
27
日（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
※
受
け
付
け
は
午
後
２
時
30
分
ま
で

〇
場
所

　
出
水
市
中
央
公
民
館　

　
出
水
市
文
化
町
23

〇
相
談
内
容

　
相
続
・
遺
言
関
係
、農
地
法
関
係
、各
種
許

認
可
・
法
人
設
立
関
係
、権
利
義
務
関
係
、規

約
書
な
ど
の
作
成
、交
通
事
故
相
談
な
ど

※
予
約
が
無
く
て
も
相
談
可
能
で
す
が
、予

約
者
が
優
先
と
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
行
政
書
士
会
出
水
市
部（
担
当
：
岩
崎
）

　
☎
０
８
０（
９
２
４
５
）０
９
６
９

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」と「
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
」が
全
国
で
２
種

類
同
時
発
売
さ
れ
ま
す
。
こ
の
宝
く
じ
の
収

益
金
は
、市
町
村
の
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
や

環
境
対
策
、高
齢
化
対
策
な
ど
地
域
住
民
の

福
祉
向
上
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

〇
発
売
期
間　

　
９
月
17
日（
火
）
～
10
月
17
日（
木
）

〇
抽
選
日　
10
月
25
日（
金
）

〇
販
売
価
格　
各
１
枚
３
０
０
円

〇
当
せ
ん
金

【
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
】

・
１
等　
　
　
３
億
円
×
12
本

・
前
後
賞
各　
１
億
円
×
24
本

※
発
売
総
額
３
６
０
億
円
・
12
ユ
ニ
ッ
ト
の

場
合

【
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
】

・
１
等　
　
　
３
千
万
円
×
50
本

・
前
後
賞
各　
１
千
万
円
×
１
０
０
本

※
発
売
総
額
１
５
０
億
円
・
５
ユ
ニ
ッ
ト
の

場
合

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
市
町
村
振
興
協
会

　
☎
０
９
９（
２
０
６
）１
０
０
１

令
和
７
年
版
県
民
手
帳
発
売

　
県
統
計
協
会
で
は
、昭
和
33
年
の
創
刊
か

ら
、長
い
歴
史
と
共
に
県
民
に
愛
用
さ
れ
て

い
る
、鹿
児
島
県
民
手
帳「
令
和
７
年
版
」を

10
月
18
日（
金
）か
ら
販
売
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

〇
表
紙

　

カ
バ
ー
デ
ザ
イ
ン
４
作
品（
２
枚
の
リ

バ
ー
ス
ブ
ル
）か
ら
お
気
に
入
り
の
デ
ザ
イ

ン
を
半
透
明
カ
バ
ー
の
内
側
に
挟
ん
で
手
帳

の
表
紙
カ
バ
ー
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

〇
内
容

・
県
内
施
設
割
引
お
よ
び
特
典
パ
ス
ポ
ー
ト

　
（
９
施
設
）

・
道
の
駅
お
よ
び
海
の
駅
割
引
パ
ス
ポ
ー
ト　

　
（
15
施
設
）

〇
購
入
方
法
・
価
格

・
県
内
各
コ
ン
ビ
ニ
、書
店
、文
房
具
店

・
６
６
０
円（
税
込
み
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
統
計
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
４
７
３

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

  

か
ご
し
ま
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
で
は
、不
登
校
や
、ひ
き
こ
も
り
、ニ
ー

ト
、フ
リ
ー
タ
ー
な
ど
の
相
談
に
対
応
し
、相

談
内
容
に
応
じ
て
助
言
や
専
門
機
関
・
団
体

な
ど
の
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い
で
、ま
ず
は
相

談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
相
談
無
料
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

【
相
談
受
け
付
け
日
・
時
間
】

〇
面
接
相
談

　
火
曜
日
か
ら
日
曜
日
ま
で
の
午
前
10
時
か

ら
午
後
5
時
ま
で

※
必
ず
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
電
話
相
談

　
火
曜
日
か
ら
日
曜
日
ま
で
の
午
前
10
時
か

ら
午
後
5
時
ま
で

※ 

受
付
は
午
後
4
時
30
分
ま
で

〇
メ
ー
ル
相
談

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
相
談
専
用
フ
ォ
ー
ム

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
「
か
ご
し
ま
子
ど
も
・
若
者
相
談
」で
検
索

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
か
ご
し
ま
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
９（
２
５
７
）８
２
３
０

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
登
録
制
度
の
登
録

企
業
な
ど
を
募
集

　
県
で
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
積
極
的
に
取
り
組

む
企
業
な
ど
を
登
録
し
て
お
り
、第
３
回
目

の
募
集
を
行
い
ま
す
。

　
登
録
さ
れ
た
企
業
な
ど
に
は
、登
録
証
を

発
行
す
る
ほ
か
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　
鹿
児
島
県
中
小
企
業
融
資
制
度
に
お
け
る

信
用
保
証
料
率
が
通
常
よ
り
も
０・
１
％
引

き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

〇
募
集
期
間

　
10
月
１
日(

火)

～
11
月
15
日(

金)

〇
対
象

　
県
内
に
本
社
ま
た
は
支
社
が
あ
り
、Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
意
思
が
あ
る
企
業
な
ど

〇
登
録
料　
無
料

※
詳
し
く
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
登
録
制
度
運
営
事

務
局
に
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
登
録
制
度
運
営
事
務
局

　
☎
０
９
９（
８
１
３
）５
０
２
２

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
ご
存
知
で
す
か

　
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は
、外
見
か
ら
援
助
な
ど

が
必
要
な
こ
と
が
分
か
ら
な
い
か
た
が
、周

り
の
人
に
支
援
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
知
ら

せ
、障
害
な
ど
の
特
性
に
応
じ
た
支
援
を
受

け
や
す
く
す
る
た
め
の
マ
ー
ク
で
す
。

　
県
で
は
、現
在
、ス
ト
ラ
ッ
プ
型
の
ヘ
ル
プ

マ
ー
ク
と
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
２
種
類
を
配
布

し
て
い
ま
す
。

　
配
布
窓
口
は
、各
市
町
村
、県
障
害
者
支
援

室(

郵
送
に
よ
る
配
布
も
可
能
）、各
地
域
振
興

局
・
支
庁
・
事
務
所
、ハ
ー
ト
ピ
ア
か
ご
し

ま
と
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

  

県
庁
障
害
福
祉
課
障
害
者
支
援
室

☎
０
９
９（
２
８
６
）２
７
４
６

「
史
跡
」で
た
ど
る
か
ご
し
ま

の
歴
史
～

　

南
九
州
の
大
自
然
の
中
で
、た
く
ま
し
く

生
き
て
き
た
鹿
児
島
の
先
人
た
ち
の
３
万
年

の
歩
み
を
、国
や
鹿
児
島
の
歴
史
を
語
る
上

で
欠
か
せ
な
い
県
内
に
あ
る
国
や
県
指
定
の

「
史
跡
」を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

〇
会
期 

　
９
月
23
日(

月
・
祝)

ま
で

〇
場
所 

　
上
野
原
縄
文
の
森（
霧
島
市
）

　
展
示
館
多
目
的
ル
ー
ム

〇
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

(

入
場
は
午
後
４
時
半
ま
で)

〇
参
加
費 

　
無
料

　
入
館
ゾ
ー
ン
で
の
開
催
に
つ
き
観
覧
無
料

※
詳
し
く
は
、上
野
原
縄
文
の
森
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

(

「
上
野
原
縄
文
の
森
」で
検
索)

◎
問
い
合
わ
せ
先

 　
県
文
化
財
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）５
３
５
３
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７
月
22
日
、
サ
ン
ト
リ
ー
グ
ル
ー
プ
と
本
町

で
「
ボ
ト
ル
ｔ
ｏ
ボ
ト
ル
」
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
に

関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
同
グ
ル
ー
プ

は
、
化
石
由
来
原
料
の
新
規
使
用
を
ゼ
ロ
に
す
る

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
１
０
０
㌫
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
化
」

を
目
標
に
掲
げ
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
使
用
済
み
ボ
ト
ル
を
新
た
な
ボ
ト
ル
に
生
ま
れ

変
わ
ら
せ
る
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
原
料
か
ら
の

ボ
ト
ル
製
造
に
比
べ
て
Ｃ
Ｏ
２
を
約
60
㌫
削
減
で

き
、
本
協
定
に
よ
り
、
従
来
通
り
の
分
別
排
出
を

行
う
こ
と
で
、
日
常
的
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
に
貢
献

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

水
平
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
協
定
締
結
式

よ
り
持
続
可
能
な
社
会
へ

　
７
月
23
日
、
令
和
６
年
度
長
島
町
戦
没
者
追
悼

式
が
町
文
化
ホ
ー
ル
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
に
は
、
遺
族
の
ほ
か
、
町
関
係
者
な
ど
約
40

人
が
参
列
し
、
戦
没
者
に
対
し
て
黙
と
う
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
追
悼
の
言
葉
で
は
、
終
戦
か
ら
79
年

が
経
過
し
、
戦
争
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
悲
し

み
と
苦
し
み
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
述
べ
ら
れ

献
花
台
に
花
が
手
向
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
遺
族
会
会
長
の
濵
畑
順
一
さ
ん（
小
浜
）は「
私

達
が
享
受
し
て
い
る
平
和
な
日
々
の
喜
び
の
陰
に

は
、
尊
い
殉じ
ゅ
ん
こ
く国の
犠
牲
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
忘
れ
ま
せ
ん
」
と
語
り
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
戦
没
者
追
悼
式

平
和
な
日
々
を
大
切
に

　
東
神
楽
町(

北
海
道)

と
の
青
少
年
交
流
事
業

が
、
７
月
27
日
か
ら
30
日
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、

同
町
か
ら
本
町
に
訪
れ
た
小
学
６
年
生
、
16
人
の

児
童
が
本
町
の
同
世
代
の
子
ど
も
を
持
つ
家
庭
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
夏
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、「
花
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
本
町
と
同
町
が
平

成
24
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
事
業
で
す
。
直
線
距

離
で
約
１
６
０
０
㌖
離
れ
た
地
域
で
、
た
く
さ
ん

の
経
験
を
と
お
し
て
、
児
童
ら
に
成
長
し
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
27
日
、
児
童
ら
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
に
あ
い

さ
つ
を
済
ま
せ
、
夜
は
夏
ま
つ
り
納
涼
大
会
に
参

加
す
る
な
ど
し
て
、
家
族
と
の
交
流
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　
翌
28
日
は
、
内
陸
に
あ
る
同
町
で
は
、
あ
ま
り

経
験
す
る
こ
と
が
な
い
海
水
浴
や
マ
リ
ン
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
み
、
29
日
、
薄
井
漁
港
で
水
揚
さ
れ
る

ブ
リ
の
出
荷
状
況
を
見
学
後
、
本
町
の
児
童
ら
と

一
緒
に
船
に
乗
っ
て
魚
釣
り
体
験
や
バ
ナ
ナ
ボ
ー

ト
、
サ
ッ
プ
体
験
な
ど
を
行
い
、
両
町
の
親
交
を

深
め
ま
し
た
。

　
お
別
れ
会
で
は
、
東
神
楽
町
の
児
童
ら
が
「
楽

し
い
夏
に
な
っ
た
。
来
年
の
冬
は
東
神
楽
町
で
、

長
島
町
の
み
ん
な
を
待
っ
て
る
」
と
元
気
よ
く
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

な
が
し
ま
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

な
が
し
ま
の
夏
を
満
喫



唐
隈
港
に
漂
着
物

大
量
の
流
木
が
漂
着　

７
月
24
日
、
唐
隈
港
に
大
量
の
流
木
な
ど
が
漂

着
し
、
地
元
業
者
が
翌
日
、
撤
去
し
ま
し
た
。

　
原
因
と
し
て
は
、
大
雨
と
な
っ
た
同
14
日
か
ら

15
日
以
降
、
八
代
海
で
目
撃
さ
れ
て
い
た
流
木
な

ど
の
一
部
が
風
で
流
さ
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　
流
木
の
主
の
な
も
の
は
、
竹
や
木
く
ず
で
、
大

き
な
も
の
は
少
量
で
し
た
が
、
港
湾
内
を
埋
め
尽

く
し
ま
し
た
。
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町
内
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
畑
や
サ
ツ
マ
イ
モ
畑
が
７

月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
ヒ
マ
ワ
リ
畑
に
変
化

し
ま
す
。
花
言
葉
は
「
憧
れ
」「
情
熱
」
な
ど
前

向
き
な
言
葉
が
多
く
、
太
陽
に
向
か
っ
て
花
が
咲

く
様
子
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

　
ヒ
マ
ワ
リ
を
植
え
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
景

観
づ
く
り
と
作
物
の
緑
肥
と
し
て
の
効
果
が
あ
り

ま
す
。
町
内
の
中
で
も
、
長
崎
鼻
灯
台
公
園
付
近

の
畑
は
、
た
く
さ
ん
の
ヒ
マ
ワ
リ
が
咲
き
誇
り
、

公
園
を
バ
ッ
ク
に
写
真
を
撮
る
観
光
客
の
姿
が
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
。　

町
内
の
畑
で
き
れ
い
な
ヒ
マ
ワ
リ

お
日
様
に
向
か
っ
て
咲
く
花

　
８
月
１
日
、
川
内
地
区
の
田
ん
ぼ
で
、
コ
ウ
ノ

ト
リ
が
目
撃
さ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
「
幸
せ
を
運
ぶ
鳥
」
と
も
言
わ

れ
、
シ
ロ
サ
ギ
よ
り
も
大
き
く
、
ツ
ル
よ
り
は
小

さ
い
体
長
で
、
黒
く
て
太
い
く
ち
ば
し
に
、
翼
の

先
が
黒
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　
長
島
町
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
目
撃
さ
れ
た
の
は
お

そ
ら
く
初
め
て
で
、目
撃
し
た
篠
嵜
峰
子
さ
ん（
薄

井
）
は
「
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
い
る
の
か
と
思
っ
て

驚
い
た
。
み
ん
な
に
幸
せ
が
来
た
ら
良
い
な
」
と

笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

天
然
記
念
物
コ
ウ
ノ
ト
リ

幸
せ
を
運
ぶ
鳥
が
長
島
町
へ

第
44
回
Ｂ
＆
Ｇ
ス
ポ
ー
ツ
鹿
児
島
県
大
会

町
内
の
選
手
ら
大
健
闘

　
７
月
28
日
、
第
44
回
Ｂ
＆
Ｇ
ス

ポ
ー
ツ
鹿
児
島
県
大
会
が
鹿
屋
市

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
、
町
内
の
小
・
中
学
生
、
計
15

人
が
水
上
競
技
カ
ヌ
ー
の
部
に
参

加
し
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

小
学
４
年
男
子

第
１
位　
二
階
堂
晴
斗

第
２
位　
江
口　
創
太

第
３
位　
濵
﨑　
悠
吾

小
学
５
年
男
子　

第
１
位　
山
下
日
々
煌　
　

第
２
位　
瀬
ノ
口
琉
聖

小
学
５
年
女
子

第
１
位　
二
階
堂
愛
莉　
　

第
３
位　
山
本　
望
月

小
学
６
年
男
子　

第
１
位　
清
水　
竣

第
２
位　
脇
田　
新
大

小
学
６
年
女
子　

第
１
位　
町
田　
結
亜　
　
　

第
２
位　
山
嵜　
伊
織

中
学
生
の
部
男
子　

第
２
位　
小
川　
鉄
生

第
３
位　
山
下　
光
煌



広報ながしま  2024年９月号 ｜ 18

　
８
月
９
日
、
農
業
の
経
営
方
針
や
役
割
分
担
な

ど
を
家
族
間
の
話
し
合
い
に
基
づ
き
取
り
決
め
る

家
族
経
営
協
定
を
、
長
元
大
介
さ
ん
家
族
（
西
・

写
真
右
）
と
福
浦
誠
吾
さ
ん
家
族
（
片
側・同
左
）

が
締
結
し
ま
し
た
。

　
長
元
さ
ん
は
「
繁
殖
牛
経
営
に
新
た
な
技
術
を

導
入
し
な
が
ら
増
頭
し
、
経
営
を
発
展
さ
せ
て
い

き
た
い
」
福
浦
さ
ん
は
「
紅
甘
夏
を
中
心
と
し
た

経
営
を
行
い
つ
つ
、
新
品
目
を
導
入
し
、
獅
子
島

の
地
域
農
業
に
貢
献
し
た
い
」
と
決
意
表
明
し
ま

し
た
。

　

家
族
経
営
協
定
調
印
式

力
を
合
わ
せ
て
地
域
農
業
に
貢
献

　
８
月
２
日
、
茅
屋
自
治
公
民
館
で
長
島
町
ひ
と

り
親
寡
婦
福
祉
会‘

す
い
せ
ん
の
会’

を
は
じ
め
、

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
民
生
委
員
、
社
会
福
祉
協

議
会
が
協
力
し
て
「
み
ん
な
の
食
堂‘

す
い
せ
ん

の
花’

」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
地
域
の
高
齢
者
や
子
ど
も
た
ち
が
一

緒
に
団
子
を
作
っ
た
後
、
冷
や
し
中
華
な
ど
の
ラ

ン
チ
を
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
𠮷
武
里り

お桜
さ
ん
（
平
尾
小
４
年
）
は

「
唐
揚
げ
が
特
に
お
い
し
か
っ
た
。
お
に
ぎ
り
と

の
相
性
が
最
高
」
と
み
ん
な
で
食
べ
る
昼
食
に
満

足
し
た
様
子
で
し
た
。

み
ん
な
の
食
堂‘

す
い
せ
ん
の
花’

み
ん
な
で
作
っ
て
み
ん
な
で
ラ
ン
チ

　
薄
井
漁
港
水
産
流
通
基
盤
（
特
定
）
整
備
工
事

で
、
パ
チ
ン
コ
玉
を
用
い
た
県
内
で
も
珍
し
い
設

置
工
法
が
あ
り
、
７
月
30
日
、
丸
久
建
設
株
式
会

社
主
催
に
よ
る
、
見
学
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
工
事
で
は
、
竹
島
大
橋
の
直
下
に
、
新
し

い
道
路
を
作
る
過
程
で
、
大
橋
周
辺
の
構
造
上
、

大
型
の
重
機
や
ク
レ
ー
ン
に
よ
る
作
業
と
現
場
で

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
す
る
工
事
が
難
し
い
た

め
、
あ
ら
か
じ
め
工
場
で
製
作
し
た
ボ
ッ
ク
ス
カ

ル
バ
ー
ト
（
四
角
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
箱
）
30
組

を
、
パ
チ
ン
コ
玉
の
ベ
ア
リ
ン
グ
効
果
に
よ
り
横

移
動
さ
せ
約
23
㍍
の
ト
ン
ネ
ル
の
様
な
構
造
物
を

作
っ
て
い
き
ま
す
。

　
25
㍍
の
２
本
の
レ
ー
ン
の
上
に
は
、
６
万
１
千

個
の
パ
チ
ン
コ
玉
が
敷
き
詰
め
ら
れ
、
ボ
ッ
ク
ス

カ
ル
バ
ー
ト
の
移
動
が
始
ま
る
と
見
学
者
か
ら
は

驚
き
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
見
学
に
訪
れ
た
枦
元
瑛え
い
じ志
さ
ん（
川
床
中
２
年
）

は
「
今
回
の
珍
し
い
工
法
が
学
べ
て
う
れ
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

組
立
式
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
工
事

パ
チ
ン
コ
玉
で
ト
ン
ネ
ル
工
事
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８
月
８
日
、
就
農
ト
レ
ー
ナ
ー
研
修
の
果
樹
部

門
が
日
本
マ
ン
ダ
リ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
町

内
外
の
就
農
者
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
４
階
マ
ン
ダ
リ
ン
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
で
新

規
就
農
者
向
け
の
講
習
後
、
果
樹
農
業
で
は
、
あ

ま
り
実
用
化
さ
れ
て
い
な
い
、
農
薬
散
布
用
の
ド

ロ
ー
ン
の
実
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ド
ロ
ー
ン
は
、
横
幅
約
２・
５
㍍
、
高
さ
約
70

㌢
で
、
液
体
の
農
薬
で
あ
れ
ば
、
最
大
24
㍑
を
積

載
す
る
こ
と
が
で
き
、
撮
影
し
た
写
真
で
農
地
の

測
量
や
障
害
物
回
避
な
ど
の
機
能
が
搭
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

令
和
６
年
度
第
２
回
就
農
ト
レ
ー
ナ
ー
研
修

農
薬
散
布
用
ド
ロ
ー
ン
の
実
演

獅
子
島
で
化
石
発
見
教
室

こ
の
夏
一
番
の
思
い
出
に

　
８
月
５
か
ら
８
日
の
４
日
間
、
獅
子
島
の
幣
串

地
区
の
海
岸
で
、
化
石
の
発
掘
体
験
が
あ
り
、
町

内
の
小
中
学
生
と
保
護
者
ら
延
べ
約
１
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
宇
都
宮
聡
さ
ん
（
大
阪
府
）
や

東
京
都
市
大
学
の
中
島
保
寿
准
教
授
が
講
師
を
務

め
ま
し
た
。　

　
午
前
中
は
、
化
石
パ
ー
ク
で
恐
竜
や
化
石
の
勉

強
を
行
い
、
午
後
か
ら
発
掘
調
査
所
で
骨
化
石
の

密
集
層
の
見
学
や
現
場
に
落
ち
て
い
る
石
を
割

り
、
化
石
発
掘
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
ク
ク
レ
ア

（
二
枚
貝
）
の
化
石
を
発
掘
し
た
藤
田
聖せ
い
き輝
さ
ん

（
城
川
内
小
４
年
）
は
「
楽
し
く
て
こ
の
夏
一
番

の
思
い
出
に
な
っ
た
」
と
目
を
輝
か
せ
ま
し
た
。　

夏
ま
つ
り
チ
ビ
ッ
子
広
場

子
ど
も
と
楽
し
む
夏
ま
つ
り

　
８
月
18
日
、
町
商
工
会
青
年
部
主
催
の
「
第
24

回
夏
ま
つ
り
チ
ビ
ッ
子
広
場
」
が
町
文
化
ホ
ー
ル

駐
車
場
で
開
催
さ
れ
、
会
場
は
、
多
く
の
家
族
連

れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
Ｃ
ｈ
ｅ
ｅ
ｒ
ｓ
Ｇ
ｅ
ｍ
と
親
子
ダ
ン
ス
長
島
が

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
缶
積
み
競
争
や
か
き
氷
早
食
い
競
争
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
内
に
は
風
船
ス
イ
カ
割
や

射
的
な
ど
縁
日
グ
ッ
ズ
の
出
店
と
た
こ
焼
き
や
か

き
氷
な
ど
の
屋
台
が
並
び
ま
し
た
。
射
的
を
し
た

平
晃こ
う
せ
い生
さ
ん
（
鷹
巣
小
３
年
）
は
「
狙
い
通
り
で

は
な
か
っ
た
け
ど
１
番
に
当
た
っ
た
」
と
嬉
し
そ

う
に
話
し
ま
し
た
。

　
８
月
19
日
、
か
ご
っ
ま
ふ
る
さ
と
屋
台
村
（
鹿

児
島
市
）
の
従
業
員
ら
15
人
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
蒸
留

酒
の
製
造
に
向
け
て
、
本
町
で
島
ミ
カ
ン
の
収
穫

を
行
い
ま
し
た
。
焼
酎
は
、
麦
焼
酎
の
原
酒
に
漬

け
込
み
、
11
月
１
日
（
本
格
焼
酎
の
日
）
に
合
わ

せ
て
屋
台
村
で
提
供
す
る
予
定
で
す
。

　
発
案
者
で
６
代
目
の
屋
台
村
村
長
を
務
め
る
齋

藤
光
さ
ん
は
「
地
域
の
美
味
し
い
も
の
を
発
信
す

る
の
は
屋
台
村
の
本
質
。
従
業
員
に
は
、
収
穫
体

験
を
通
じ
た
香
り
や
味
を
、
長
島
の
味
と
し
て
お

客
さ
ん
に
伝
え
て
ほ
し
い
」
と
収
穫
体
験
か
ら
行

う
意
義
を
話
し
ま
し
た
。

島
ミ
カ
ン
で
焼
酎
作
り

収
穫
体
験
を
通
じ
た
長
島
の
味
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間違いだらけの健康常識 知ってほしい名言①

著／田島　朗

食事や運動、生活習慣などに関す
る常識を紹介します。

偉人たちの名言から、一歩踏み出
す勇気をくれる言葉を紹介しま
す。

雨
止
む
か
深
夜
に
覚
め
て
聞
こ
え
来
る
轡

く
つ
わ

虫
鳴
く
命
の
限
り

人
家
な
き
渚
に
砂
鉄
ひ
と
所
刃
金
に
な
る
と
聞
け
ば
親
し
き

午
前
四
時
空
明
る
み
て
三
日
月
と
明
星
の
か
げ
か
す
か
に
見
ゆ
る

起
き
抜
け
の
玄
関
に
立
て
ば
目
の
前
に
虹
立
ち
を
り
て
心
豊
け
し

サ
ル
ビ
ア
に
白
き
蝶
き
て
戯
る
る
や
わ
ら
か
き
陽
の
秋
兆
す
庭

沖
暮
れ
て
頭
上
ま
た
た
く
夏
の
星

蝉
さ
か
ん
圧
力
鍋
の
飯
炊
く
る

慰
霊
の
日
た
だ
た
だ
蝉
の
鳴
き
止
ま
ず

蟬
鳴
く
や
水
流
荒
き
曽
木
の
滝

ち
ち
は
は
も
居
て
頬
張
り
し
西
瓜
か
な

夏
の
星
大
海
原
に
な
だ
れ
込
む

風
車
な
き
風
車
公
園
星
涼
し

海
峡
の
程
よ
き
風
や
夾
竹
桃

七
月
や
町
営
プ
ー
ル
は
閉
鎖
せ
り

潮
騒
や
古
墳
を
照
ら
す
夏
の
星

花
美
人
葉
に
は
毒
有
り 

夾
竹
桃

淵

脇

護

二
階
堂
妙
子

大
堂
早
苗

関
佳
代
美

白
男
川
孝
仁

大
堂
正
弘

迫
口
君
代

山
嵜
加
代
子

関
喜
久
雄

坂
口 　

子

二
階
堂
恵
子

小
林 　

貢

小
林
如
月

中
仮
屋
辰
子

後
藤
ヨ
シ
エ

町
田
末
則

母
木
良
平

川
島
輝
文

岩
下
ち
江

米
尾
和
子

坂
之
下
典
子

中
山
タ
マ
エ

浜
田
美
代
子

我
に
と
り
幸
せ
何
か
と
問
わ
れ
た
ら
あ
つ
い
ご
飯
に
み
そ
汁
あ
れ
ば

夏か
せ
ん蝉
に
は
冬と
う
れ
い冷
知し

ら
ず
と
あ
る
な
れ
ど
今い
ま

が
盛さ
か

り
か
今け

さ朝
も
激は
げ

し
き

ひ
と
夏
の
命
な
れ
ど
も
鈴
虫
は
今
を
盛
り
に
生
き
鳴
き
つ
づ
く

冷
房
を
止
め
窓
を
開
放
し
台
風
の
渦
巻
き
を
待
つ
宵
の
庭

人に
ん
げ
ん間
は
心
こ
こ
ろ

何な
ん
だだ
よ
自じ
ぶ
ん分
知し

る
心
こ
こ
ろ
か
わ変
る
と
世よ

も
変か
わ

る
の
だ

哀
し
み
を
誘
ふ
青
空
き
り
取
れ
ば
な
ほ
果
て
し
な
き
青
の
ひ
ろ
が
る

夕
暮
れ
に
宿
の
お
客
は
楽
し
げ
に
岡
に
登
り
て
夕
陽
を
眺
む

監修：白坂　洋一



編
集
後
記

▽
７
月
８
月
は
、
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
目
撃
情
報
や
マ
ッ
コ
ウ

ク
ジ
ラ
の
漂
着
な
ど
、
普
段

見
る
機
会
が
少
な
い
動
物
が

本
町
に
出
現
し
ま
し
た
。
コ

ウ
ノ
ト
リ
の
目
撃
情
報
が
入

り
、
急
い
で
現
場
へ
駆
け
付

け
ま
し
た
が
、
コ
ウ
ノ
ト
リ

は
お
ら
ず
、
周
辺
を
探
索
し

て
い
る
と
、
川
を
挟
ん
で
向

こ
う
岸
の
田
ん
ぼ
に
コ
ウ
ノ

ト
リ
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

私
の
差
し
脚
忍
び
足
の
ス
キ

ル
が
低
く
、
す
ぐ
に
飛
び

去
っ
て
い
き
ま
し
た
。
野
生

の
鳥
を
写
真
に
収
め
る
の
は

と
て
も
難
し
い
で
す
。
カ
メ

ラ
マ
ン
に
は
気
配
を
消
す
能

力
も
必
要
と
習
い
ま
し
た

が
、ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
。　

大
西　
洋
介

21｜  広報ながしま  2024年９月号

個
人
情
報
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。



第19回長島町トライジョギング大会

９月号
［No.222］

令和６年

2024年9月12日木曜日 発行

 東シナ海の壮大な景観を眺
め、健康づくりや仲間づくり
など自分の体力に応じてマイ
ペースにジョギングが楽しめ
る大会となっています。「お楽
しみ抽選会」も魅力のひとつ
です。

〇開催日時
　10 月 27 日（日）
　午前９時 40 分（開会式）
〇コース・３種類
　1.5㌔コース（ファミリーコース）
　３㌔コース
　10㌔コース
〇申込締切
　９月 20 日（金）

◎問い合わせ先
　町教育委員会社会教育課
　☎（88）6500［直通］



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

祝日には、国旗を掲げましょう！
●10月の第２月曜日はスポーツの日です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
スポーツを楽しみ、他者を尊重する精神を培うとともに、健康で活力ある社会の実現を願う日です。

２０２４10

１１ １２６ ９ １０

１８ １９１３ １４ １６ １７

２５ ２６２０ ２１ ２２ ２３ ２４

２７ ２８

４３

１５

７ ８

１ ２ ５

 11/1 11/2

9/29  9/30

２９ ３０ ３１

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

　　　　　（鷹巣・諸浦）

■資源ごみ　　（獅子島）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

〇こどもクリニック永松 64-1500
〇脇本病院 75-2121
〇福田クリニック 79-3775
◇こどもクリニック永松 64-1500
□かしま薬局 63-3970
□三文字薬局 75-0073

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

◎特定健診等結果説明会

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

◎ 1 歳半健診
（保健福祉センター）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎特定健診等結果説明会

山の日

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

◎特定健診等結果説明会

〇長島クリニック 88-6405
〇出水眼科 62-8350
〇林胃腸科外科 73-3639
〇福田クリニック 79-3775
◇しみずこども医院 68-0633
□さすえ薬局 88-6011
□クレモア薬局 63-5401
□会営薬局阿久根店 72-5060
□すくすく薬局 72-5010

◎特定健診

スポーツの日

〇整形外科ばばぐちクリニック 64-8260
〇植村整形外科 72-1041
◇しみずこども医院 68-0633
□フタヤ薬局 67-5253

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）
　　　　　（鷹巣・諸浦）

■資源ごみ　　（獅子島)

◎母子相談（２カ月）
（保健福祉センター）

◎特定健診等結果説明会

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎特定健診等結果説明会

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
　　　　（獅子島）

◎特定健診等結果説明会

〇鷹巣診療所 86-0054
〇キッズクリニック 63-7707
〇有村産婦人科・内科 73-4180
〇福田クリニック 79-3775
◇キッズクリニック 63-7707
□長島調剤薬局 64-5555
□さくら薬局 63-7700
□さかえまち薬局 72-0978

■燃やせるごみ
　（平尾・蔵之元・川内）
　　　　　（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ
　　　　　　　（獅子島）

◎特定健診等結果説明会

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

◎特定健診等結果説明会

　　　　　

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
■びん・有害
　　　　　　　（獅子島）

◎幼児歯科健診
（保健福祉センター）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

◎特定健診等結果説明会

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

◎特定健診等結果説明会

〇平尾診療所 88-2595
〇にのみやこどもクリニック 62-0167
〇内山病院 73-1551
〇福田クリニック 79-3775
◇にのみやこどもクリニック 
62-0167
□出水マリンバ薬局　63-8601
□本町薬局 73-3233

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）
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